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全国に広がるサービス網が迅速に対応。24時間365日※受付の
万全な体制で、お客様を強力にバックアップします。
（※島しょおよび一部地域につきましては除かせていただきます。）

本社（東京都）

■業務用機器 商品相談窓口

■コールセンター

24時間365日体制で、お客様から頂く
お問い合わせを承ります。受付後に、
取扱商品の専門知識を持つ技術員
がご相談に対応致します。

●北海道支店

●東北支店
●盛岡営業所

●営業統括部
●新潟営業所
●群馬営業所

●中部支店
●北信営業部

●近畿支店

●中四国支店
●高松営業所

●九州支店

〒131-0045
東京都墨田区押上1丁目1番2号

本書からの無断の複製はかたくお断りします。

このカタログの記載内容は
2024年2月現在のものです。

■ 営業拠点

2024.2 商品・システムから保守・メンテナンスまでのソリューションサイト    panasonic.co.jp/ap/pces/

商品の情報はホームページでご確認ください。

■ 業務用機器 商品相談窓口

0120-872456
機器に関する
ご相談・

お問い合わせは
※お電話を頂く際には、番号を十分にお確かめの上、おかけまちがいのないようにお願いいたします。

＜営業時間＞ 24時間365日受付
＜対応業務＞ 機器に関するご相談・お問い合わせ

【ご相談窓口における個人情報のお取り扱い】
パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対応などに利用させていただき、ご相談内容は録音させていただきます。また、折り返し電話を
させていただくときのために発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に開示・提供いた
しません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。

最初に をダイヤルしていただくと折り返しの連絡等がスムーズに行えます。

FAX 0276-20-0228

panasonic.co.jp/ap/pces/

ナチュラルチラー
メンテナンス契約のおすすめ

吸収冷温水機／吸収冷凍機



快適な空調環境を継続させるためには、機器の定期的な保守・メンテナンスが必要です。
性能を維持し、快適運転の継続・突発故障の発生リスクを抑えることに繋がります。

安心・安全

省管理 省エネ

省コスト

定期メンテナンスで
いつでも快適運転！

保守・メンテナンス
まとめて管理

高度な
サービス
品質

製造から納入、メンテナンス、さらに機器のリニューアルまで
ワンストップでご提案いたします。

省管理 設備毎に別の会社に依頼する必要があったメンテナンス作業を
パナソニックで一括管理できます。

徹底したサービス教育で培われたメーカーならではの、豊富な知識と高い技術力で最適なご提案をいたします。

パナソニックでは、メーカーならではの高度な技術力と専門知識をもつサービス技術員が、ナチュラルチラー本体だけでなく、付帯
設備や冷却水の適切な水処理などシステム全体をメンテナンスし、安心・安全・快適な空調を継続してご提供いたします。

空調設備機器の保守メンテナンスは
パナソニックにおまかせください！

定期的にメンテナンスを行わないと・・・
突発故障の増加、

性能低下によるランニングコスト増加 等

定期的にメンテナンスを行っていると・・・
快適運転・好調維持・故障発生リスク減へ！

受 付

定期的なメンテナンスで機器状態を管理+α
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設置・試運転

コー
ル・修

理対
応・

遠
隔
監
視

ソリューション提
案整備作業

リニューアル

保守・メンテナンス

パナソニックの
生涯サポート



中  

型  

機

定期保守点検（保守契約）

定期保守点検の内容と年間スケジュール例について

点 検 項 目

大  

型  

機
大  

型  

機

中  

型  

機

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

点検回数

5月頃

7～8月頃

10月頃

10月（もしくは4月）頃

11月頃

12～2月頃

3～4月頃

5月頃

7～8月頃

9～10月頃

10月（もしくは4月）頃

11～12月頃

1～2月頃

3～4月頃

実施の目安

冷房IN点検

★ 冷房ON点検

冷房OFF点検

（伝熱管ブラシ洗浄）

暖房IN点検

★ 暖房ON点検

暖房OFF点検

冷房IN点検

★ 冷房ON点検

★ 冷房ON点検

（伝熱管ブラシ洗浄）

★ 冷房ON点検

★ 冷房ON点検

冷房OFF点検

冷房IN点検
冷房ON点検
冷房OFF点検
ブラシ洗浄
暖房IN点検
暖房ON点検
暖房OFF点検

冷房IN点検
冷房ON点検
ブラシ洗浄
暖房IN点検
暖房ON点検
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■吸収冷温水機

ご使用状況、運転時間、型式などによって異なります。

※分析結果に応じて随時インヒビター調整を実施します。

名　称 内　容

冷房運転に入るための切り替え作業、運転確認 等

冷房シーズン中の点検（冷房負荷時の本体機能の点検）

冷房終了時の冷却水汚れの確認 等

機内冷却水系 伝熱管のブラシ洗浄（年1回）

暖房運転に入るための切り替え作業、運転確認 等

暖房シーズン中の点検（暖房負荷時の本体機能の点検）

暖房終了後の本体点検

冷房運転継続のための作業、運転確認 等

冷房中の点検（冷房負荷時の本体機能の点検）

冷房中の点検（冷房負荷時の本体機能の点検）

機内冷却水系 伝熱管のブラシ洗浄

冷房中の点検（冷房負荷時の本体機能の点検）

冷房中の点検（冷房負荷時の本体機能の点検）

冷房終了時の本体点検

■吸収冷凍機

1回目

2回目

3回目

4回目

点検回数

5月頃

7～8月頃

10月（もしくは4月）頃

11月頃

12～2月頃

実施の目安

冷房IN点検

★ 冷房ON点検

（伝熱管ブラシ洗浄）

暖房IN点検

★ 暖房ON点検

名　称 内　容

冷房運転に入るための切り替え作業、運転確認 等

冷房シーズン中の点検（冷房負荷時の本体機能の点検）

機内冷却水系 伝熱管のブラシ洗浄

暖房運転に入るための切り替え作業、運転確認 等

暖房シーズン中の点検（暖房負荷時の本体機能の点検）

機器の性能・機能を維持しながら、快適な空調環境を継続させるためには、日頃から定期的な保守・メンテナンスが必要となりま
す。上記を目的として、当社は単年ごとから15年保証まで、お客様のニーズに合わせたご提案をさせていただきます。

※年間冷房運転の場合の一例。
　ご使用状況、運転時間、型式
　などによって異なります。

※ご使用状況、運転時間、型式
　などによって異なります。

※ご使用状況、運転時間、型式
　などによって異なります。

①最も負荷がかかる時期に機器をフル運転し、運転データの計測することにより、機器の状態を把握することが出来ます。
②最盛期運転データをもとにした、保全提案を行います。
③突発的に発生してしまう緊急停止を回避できる確率が上がります。
④運転最盛期の機器故障リスクの回避が可能です。

業務用空調向け
IoTサービス （ヒーバック クラウド）

業界初!※ Panasonic HVAC CLOUD（ヒーバック クラウド）は、クラウド上でナチュラルチラーの運転効率の可視化や
リアルタイム分析を実施し、消費エネルギーの低減など機器の最適運用をご提案します。

※業務用空調向けloTサービスにおいて、運転効率（COP）をリアルタイムに測定し、惑化要因を特定し、運転効率の低下により遠隔で自動チューニングする点（22年6月現在、当社調べ）。
　空調熱源機器の成績係数COP（Coefficient Of Performance）は、「能力を消費エネルギーで割った値」で、常に変化する空調負荷が安定した時に計算する部分負荷COPを利用。
※詳細については専用パンフレットをご覧ください。

運転効率の見える化
計画的整備により、
消費エネルギーを低減

1
運転効率の改善

自動チューニングによる
運転効率の改善

3
管理業務の効率化

部品単位の使用状況の見える化で
業務効率向上

2
2024年
春以降
サービス
開始予定

3 4

シーズンオン点検は、機器がフル運転となる、
冷房時期7月～8月頃・暖房時期12月～2月頃に点検を行います。

　ON（オン）点検のご提案 （上記★印の点検項目について）

ON（オン）点検を実施することによるメリット

運転停止期間発生のリスクを回避します

お　客　様
クラウドを通じてパナソニックが常時監視

クラウド情報で機器の状態を把握

メンテナンスサービス部門

設備管理者様 ナチュラルチラー（機器）

メンテナンス情報の連携

インターネット
レポートの
ご提出

サービス
エンジニア

安心・安全の
24時間
遠隔監視

24時間365日見守り

運転効率の
見える化1

管理業務の
効率化2

運転効率（COP測定）

24時間/365日データ取得

2024年春以降
サービス開始予定

運転効率の
改善3 特許取得

運転効率チューニング










